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平成 28年度岩手県中部保健所運営協議会会議録 
 

●日時：平成 29年 2月 15日（水）18時 30分～20時 00分 

●場所：北上市芳町２-８ 北上地区合同庁舎 2階大会議室 

●出席者：別添委員名簿のとおり 30名（委員 22名（うち代理 5名）、事務局 8名） 

●傍聴人：1名（報道機関 1名） 

●会議内容 

1 開会（千葉次長） 

〈会議成立報告：委員 24名中 22名（うち代理 5名）の出席〉 

 

2 挨拶（柳原保健所長） 

委員の皆様方におかれましては、お忙しいところ本協議会に御出席いただき、また、常

日頃、当保健所の運営に御理解と御協力をいただいていることに御礼を申し上げたいと思

います。 

 さて、この運営協議会ですが、例年、今の時期に開催させていただいております。しか

しながら、これまでの事務局の説明のできる内容等を踏まえた上で、来年度からは、年度

前半に運営協議会を開催させていただきたいと思っているところです。それによりまして、

前年度の事業実績を御報告申し上げるとともに、新年度の運営方針等について併せて御説

明申し上げ、それを中心として皆様方から運営全般に関する御意見をいただくことができ

ると考えているところです。 

 そうしたことも踏まえまして、今年度の運営協議会におきましては、保健所の医療・保

健・衛生に関わる事業の中からいくつか現段階の状況について御報告申し上げ、これらの

以外の事項も含めて皆様方から御意見をいただければと思っているところです。本日は、

よろしくお願いいたします。 

 

3 委員紹介（千葉次長） 

別添委員名簿により紹介（読上げ省略） 

 

4 議事 

（1）平成 28年度中部保健所の主な事業の取組等について 

資料№1から№3に基づき、事務局から説明の後、次のとおり協議等が行われた。 

   （説明者：次第の項目順に平賀管理福祉課長、中沢保健課長、玉田環境衛生課長） 

 

議長 

説明が終わりましたので、委員の皆様方から御発言をいただきたいと思います。北上警

察署さんから順番に 1～２点、２分位で御質問あるいは御意見を承れればと思います。全て

の委員の皆様の発言が終わってから事務局から回答をお願いしたいと思います。それでは

よろしくお願いします。 

 

（北上警察署長 津田委員代理 生活安全課長及川氏） 

警察業務の取り扱う中で、保健所さんとの協力体制、連携というものが必要不可欠な状

態になっております。たとえば暴れがある統合失調症の方でありますとか、アルコールの

中毒依存症患者の方のトラブル等、日々そういった事案に対応しております。警察では法

令に基づいて、だいたい２４時間以内で動くということが可能ではありますけれども、そ

れを超えてということがなかなか困難な状態でありまして、そういった案件がある都度、

保健師さんのほうに御相談をしておりまして、適切な指導助言をいただいておりますし、

また、医療機関の方で適切に繋ぎの作業等もしていただいております。今後、引き続いて

良好な協力体制と連携というものに努めていきたいと思っておりますし、御協力をお願い
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したいと思っておりますのでよろしくお願いします。」 

 

（花巻消防本部消防長 照井委員代理 次長兼警防課長畠山氏） 

私の方からは意見ということではございませんが、参考までに、国体開催期間中に緊急

出動したということをお話ししたいと思います。岩手国体においての競技中の事故につき

ましては、緊急出動は全体で７件でございました。競技種目はバレーボール女子とサッカ

ー男子の試合中で怪我をしたということと、あとは観戦中に具合を悪くしたというもので

ございました。関係行事の中で、一つ大変残念な事故がございましたが、全体では７件、

競技中の事故は６件ということでございます。それについて医療関係の皆様には救急隊の

活動中トラブルもなく、スムーズな患者の受入れ態勢をいただきました。本当にありがと

うございました。 

 

（北上市社会福祉協議会長 菊池委員） 

地域包括ケアシステムの構築に関わって、2015年の 4月に介護保険法が改定になり、要

支援 1、2 などの訪問介護と要介護の事業を市町村に移すということになって、2017 年度

からすべて実施ということになっている。いわゆる新しい総合事業といわれるものですけ

れど、市からはまだ具体的な実施計画は示されていないですが、私ども社協が求める方策

としましては、当社協の次の事業、市の委託ですが、その活用を望んでいます。ひとつは、

地域資源となっている、介護予防、生きがいづくりのふれあいデイサービス事業の活用と

いうこと。それから、生活支援コーディネーターとしての、コミュニティソーシャルワー

カー（ＣＳＷ）の活用。認知症総合事業への小地域ネットワーク事業や福祉協力員事業の

活用。各種ボランティア事業のボランティアの活用。また、東日本大震災広域避難者の複

数の生活課題への対応。そういったことについて、市と連携、協力をする中で、事業の活

用を図っていただければと考えています。 

 

（北上市食生活改善推進委員協議会長 阿部委員） 

食改協は、脳卒中ワースト 1ということで、減塩の取組を一生懸命やっております。「突

撃隣の味噌汁」というのを 3 年計画でやりました。今年度で終わりですが、まだいろいろ

なところで続けていきたいなとは思っています。私たち本当にいろいろな所に行って、学

校やショッピングセンターでの減塩活動などいろいろやっています。やはり皆さん減塩は

大事だなとは言うんですが、なかなか隣の味噌汁に行っても、少し薄めてきたような感じ

がするところや、何かごまかすところもあったりで、持ってくる間に、ちょっとあれ？と

思うところもあったのですが、やはり関心は強いです。それと、寸劇をやりました。すご

く楽しくできたのですが、また今年度もやる予定はあるのでしょうか。皆で今年は頑張り

たいと思っておりますので。やっていただけるなら頑張ります。 

あとは国体ですね。国体は、私達も最初はおもてなしに 300～500食と聞いていて、すご

く大変だな、と思いました。当日しか作ってはダメなので、早いところは、代表者の方は

朝 4時や 5時に来てやっていた。300～500食あっという間になくなったので、すごく楽し

くできて、皆さん楽しめたと言っておりました。ただ、全員が会場に行けなかったので、

行きたかったと言っている方々もいた。だからといって自分達で競技を見に行くこともし

なかったんですが、国体をすごく楽しくできた。ありがとうございました。 

 

（遠野市保健推進委員協議会長 宮守委員） 

私の方からは、特定健診や、各種がん検診の受診率を上げようということで、委員が一

生懸命頑張っておりますが、どうやったら受診率を上げて、早期発見・早期治療に結び付

けられるかということで、なんとなく限界を感じております。市のほうにもいろいろお願

いをして、各地区センターごとに担当する保健師を決めていただき、保健師の方が入って、

いろいろな健康講座をとりあげていただいたり、この前は、地区センターの区長会に入っ
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ていき、何とか保健推進委員に協力をして行政区長さんも健康づくりのために力添えをし

てほしいと、男性の力も引きずり込んでいくように頑張っております。先ほど発表があっ

たように、若い人の健診率が低いということをどのようにして高めていったらいいのかが

課題なので、まずは家庭、身の回りの若者、御主人、息子、そのような方々を健診に連れ

てくるということを中心にやっていきたい。2年ごとに委員が変わるという状況がうちの地

区ではあるので、それを何とか活動として継続をしていくような形にしていきたいと思っ

ております。まず、市のほうでいろいろなお金をかけて、腎機能検査の項目を増やしてい

ただいたりしているのを、地区でなぜ少ない財政の中からこの項目を増やしてやってくれ

ているのかを勉強したり、とにかく健康についての意識付けを図る、ということを頑張っ

ています。そのために、地区の集会に必ず保健推進委員からという項目を設けていただい

て、何もなくても話す、なんとかひねり出してでも話すということをやっております。本

当に遅々として進まないかも分かりませんが、頑張ってまいりたいと思います。後で、う

ちの市の部長さんもいらしているが、自分の健康状態を知るということと、積極的に体力

づくりをしていくという両面から健康づくりに関わってまいりたいと思っております。 

 

（岩手県食品衛生協会花巻支会長 松田委員） 

先ほどの御報告の中で、岩手国体で食中毒の事件、事故がゼロだったということで、大

変お疲れ様でございました。少しずれるかもしれませんが、今我々が食を取り扱うという

立場からすれば、冬場も起きるというのはノロウイルスであろうかと思います。ノロウイ

ルスも起こった場合のその後の処理なんですね。我々、いまどのくらいまでウイルスを持

った人が来て、そこで発症すれば、その後の処理という方法しかないですが、それに対す

るワクチンなどそういったものが徐々に研究されつつあるとちらっとお聞きしたことがご

ざいまして、その点の進み具合程度をお聞きしたいなと思っているところです。 

 

（介護老人施設ゆうゆうの里施設長 中村委員） 

私の職場はここに書いてあるとおり、医療職の人材確保が職場でも逼迫してるんですが、

人材確保ということはイコール人材育成ということなので、これは今後の取組だとは思い

ますが、どういった人材を育成するかといったら、今までの場合は医療は医療、介護は介

護、別ですよね。どちらかといえば医療の専門職になる方たちは介護を低く見るような意

識も現場ではなきにしもあらず。つまり、新しい医療と介護を連携して一体的に考えられ

る意識を持った人材を育成していくという基本が必要ではないかと思います。そういう人

材を集めていろいろなオリエンテーションする場合、参考となると思うのは国際的な取組

でＷＨＯなんかが言っているＩＣＦ、日本語では国際生活機能分類という基本的な考えを

もっと現場に徹底して、人材確保や人材育成のきちんとした計画や方針を出していくこと

が必要になると思います。 

 

（ゆかわ脳外科訪問看護ステーション愛所長 菊池委員代理 岩手県訪問看護ステーショ

ン協議会 平澤氏） 

私も医療職人材確保対策についてです。現場ではすごく看護師不足が大きくて、特に退

職した場合、病院の看護師さんたちは新卒でももちろん入ってくると思うのですが、訪問

看護ステーション、在宅というのはなかなか新卒が入らないという現状もある。それと、

今現在、いろいろとやってくれているのはすごくうれしいのですが、中学生、高校生、将

来の看護職というのはもちろんですが、今現在がすごく人が足りない。本当にギリギリの

ところでスタッフが頑張ってくれているという状況があるので、中学生、高校生、未来の

看護職、医療職はもちろんなんですが、潜在看護師がいるはずなんです、中部圏域にも。

そこのところを、ナースセンター等々と協力をして、中部圏域で働いていない看護師さん

の掘り出しを是非ぜひ進めていってほしいなと思います。 
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（遠野病院長 郷右近委員） 

私も医療職の人材確保についてですが、セミナーを北上済生会病院でやられてたのは、

かなり以前からでしょうか。そちらをお聞きしたいなと。北上だけでなく、花巻地区でも

やられるようになったのは、非常にいいことかなと思っております。定員 10名という設定

がなぜ 10名なのか。もっと大きく集めるような定員設定していく努力は必要かなと思って

おりました。こういうセミナーに参加される高校生を増やすのもいいですが、そういった

人たちがどの程度自分が希望している職種に進んでいるのかということも少しずつ把握で

きるようにしていった方が、セミナーをやる目的に合致するのかなと思いました。高校生

だけでなく、中学生にも対象を広げていくということで、その辺も参加者をいっぱい集め

るという算段を考えてもらうといいのかなと思っております。 

 

（中部病院長 遠藤委員） 

私も医療人材のところなんですが、数日前に助産師が不足しているという記事が岩手日

報に載っていましたが、本当に県立病院の中でも今非常に深刻になっているということを

お伝えします。北上済生会、総合花巻病院でこういった医療体験をしたということですが、

県立病院はこれとまた別に、以前から職場体験という形で、昨年度高校生・中学生で数十

名体験に来ております。私も必ず最初に話をするんですが、体験に来る人たちは、皆目的

を持ってくるんです。非常に意識が高いので、それがうまく伝わってくれればいいなと思

っています。岩手県のレベルでも、地域医療対策協議会の中で、まずは医療を知ってもら

って、それから育てる。それからきちんとその職業についてもらって居ついてもらう。な

かなか看護職、特に県立大などの看護科の卒業生が岩手県になかなか残ってくれないとい

う問題もありますので、そういったところも含めて地域から県の方に発信するなり、いろ

いろなアクションを起こしてほしいなと思っています。 

 

（岩手県獣医師会花巻支会長 菅原委員） 

私どもは、保健所との交流につきましては、各市町と皆様にお世話になりながら、狂犬

病予防に関すること、簡単に言えば狂犬病予防接種についてやっているところです。どの

くらいやっているか調べてみたところ、8 割は超えております。100％はまだ無理だという

ことで、それぞれ集合検査といいますか、市町の皆さんとやっていく場合と、各診療所に

連れて来てもらう場合と両方でやっております。できるだけ増えるようにお願いできれば

と思います。私ども年に 1 回しかやっていませんが、動物とふれあいということでホーマ

ックの庭を借りて、子犬を連れてきて、そこでふれあいをするんですが、なかなか人が少

なく、困っております。できれば学校の方にまわりたいが、なかなか小学校でも忙しいと

かスケジュールでできないということで非常に苦慮しているところです。今後も狂犬病の

予防事業と動物のふれあいもやっていきたいと思っております。よろしくお願いします。 

 

（花巻薬剤師会長 山田委員） 

まず脳卒中予防の件ですが、普及活動ということで、スライドには 10店舗とありました

が、花巻だけだと 4、5件程度で行ったということで、のぼり等々はともかくとして、血圧

手帳の配布等は来年度は全部の薬局で行えるような形を取れればいいかなと思っています。

手帳を渡す場合にただ渡すのではなく、血圧の重要性などもう少し説明できる機会を持ち

ながら配布をしていきたいと思っています。また、岩手国体の件ですが、花巻の総合体育

館に今回ドーピングブースを出させていただきました。結構利用者の手ごたえはあったか

なと思います。ただ、国体は１年で終わってしまうわけで、１年ぽっきりの話にならない

ように、若手薬剤師はスポーツファーマシストという資格を数人取得して、結構頑張って

いましたので、できれば薬物乱用防止講座にも入れたいところです。しかし、危険ドラッ

グ等々の話も入れたりすると、ドーピングまで入れると非常に長い話になってしまうので、

ドーピング等に関してはまた別な機会ですることとし、啓発活動は継続して行っていきた
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いと思っております。 

 

（遠野歯科医師会長 田中委員） 

毎年この協議会でもヘルスネットサポート会議でも、必ず血圧の話として血圧管理と減

塩の話は必ず出るんですが、実際血圧管理に関しては、我々治療するとき、麻酔をすると

きに麻酔薬の中にエピネフリンという血圧を上げる成分が入っているものを一般的に使用

している。患者に必ず普段の血圧を聞くようにしている。年配の方は結構自分の血圧を把

握しているんですが、働き盛りの世代の方は自分の血圧が分からない方が非常に多いです。

把握してないです。実際測ってみると非常に高い方がポツポツいたりする。当然、治療に

来てますので、白衣性高血圧といって、緊張していて高くなることがあるんですが、軽い

精神安定剤等を飲ませて次の日来てもらってから測っても高いという方がいます。そうい

った方に少し高いから内科に行って下げてもらわなきゃダメだよと話しても、「いや、俺、

健康的には全く問題ないから必要ない。」と言ってなかなか行ってくれないです。そういっ

たこともあるので、もう少しアピールをしっかりするべきだと思います。それからアピー

ルの問題に関して言えば、皆さん一生懸命寸劇のコンテストなどされていて、頭が下がる

思いですが、こういう場に出ている方はあえて啓蒙する必要のない方ばかりではないかな

と思います。ヘルスサポートなんかでも聞いていても、インターネットに流しているとか、

伺いましたけども、それ関しても、もともと関心がある方しかそういったものを見ないと

思うんです。やはりもっと万人の目に触れるようなアピールの仕方、マスコミ等を使うと

か、もっと広く啓蒙していかないと広まらないんではないかという気がいたしました。 

 

（北上歯科医師会長 高橋委員） 

地域医療構想とか地域包括ケアシステムは、保健所、県や市町村に御協力させていただ

くことになるとは思うが、こちらの方としては、訪問診療その他で協力することになると

は思う。当会とすれば、勉強会、講演会その他やってはいるが、もう少しどういった具合

に、他にも関われるところがあるのかなといったことがいまいちよくわからないので、保

健所の皆様や市役所の方々の話をお伺いしながら進めていければと、どのように協力でき

るのかなと思っています。 

 

（花巻市歯科医師会長 畠山委員） 

話が関連するかもしれませんが、地域包括ケアに関することについて。３市 1 町それぞ

れ状況に応じてシステムづくりをし、努力をして様々な会議等が開かれているようですが、

私の勉強不足か分かりませんけれど、どうも県の役割といいますか、県がこれはやります

よということが少し明確でないというか、分からない。それで、どのような関わりなのか、

この表を見てもちょっと分からないところがあるので、そこがはっきりしているのであれ

ば、教えていただきたいと思います。 

 

（遠野医師会長 千葉委員） 

まずひとつは、健診について地域推進委員の方々は現場でとても頑張ってらっしゃる。

医師会としては、いらっしゃった方は治療対象になりますが、こちらから働きかけがなか

なか進まないところがあります。先ほど言った、結局仕事が忙しくて抜けられないとか、

そういった方がたくさんだと思います。若い方の受診率ということで、企業側にももう少

し、健診の時間を積極的に働きかけて、時間を使って病院に行っていただくようなタイミ

ング、あるいは動機付けをしていただきたいと思っておりますので、それに関して取り組

みたいと思います。 

あと、地域包括ケアですが、私もいろいろな会議に出ていて、遠野は一応中部医療圏で

すが、どうしても山を越えないとどこにも出られないところのため、遠野地域ということ

で、遠野市の中でも包括ケアを作っていかなければならないかなと思っている。各市内の
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医院と病院と掛け持ちしている方が、内科はこっちで外科はこっちとか、日によってはこ

っちとか似たような薬を各医院でもらっていて、掛け持ちしている、それから、病院に脳

外科、循環器の医師が居りませんので、どうしてもその患者を中部病院や中央病院等に送

ることもあります。けれども、院長先生も新しく変わりましたので、そういった方たちを

包括していただいき、他の病院との連携をもう少し密にし、できるだけ遠野市内でもうち

ょっと簡潔な地域包括ケアを組んでいきたいなと希望していますのでよろしくお願いしま

す。 

 

（北上医師会長 根本委員） 

地域医療構想ですが、急性期・回復期・慢性期、そして在宅医療と、何度か説明を聞か

せていただいていますが、これは医療といっても高齢者にスポットを当てた医療だと思い

ます。若年者には全く当てはまらないと思います。もちろん高齢者が医療需要が一番高い

わけですが、先ほど遠藤委員からもお話がありましたけれども、助産師の関係する、やは

り安心して妊娠出産ができる産科医療と、産科と小児科をつなぐ周産期医療、小児医療、

思春期医療、労働年齢の医療、あるいは子育て支援と関係した医療など、高齢者以外にも

いろいろなところがあると思いますので、そちらのほうの高齢者以外の医療構想について

もある程度御説明いただければと思いました。 

 

（花巻市医師会長 三浦委員） 

脳卒中の予防について、お伝えしたいと思います。家庭血圧を、自分の血圧を自分で知

るということは、非常に自分の健康を守る意味で意識が高くなる。大迫では家庭血圧を長

い間測定していて、去年の秋でもう 30年になります。去年の秋、記念大会を行ったんです

が、大迫の方々は、自分の血圧は質問すると、朝はこのくらいだった、夕方はこのくらい

だったと、自分で自分の血圧を言えるくらいになっているということでした。自分の血圧

を家庭血圧で測って知っているということは、そういうことをやっていると自分の習慣病

予防にも気を配ってくるというメリットが出てくる。もし、できるのであれば、各家庭に

自動血圧計を用意させて自分の血圧を知るということから脳卒中予防にもっていけるので

はないかと考えておりました。 

 

（西和賀町長 細井委員代理 佐々木健康福祉課長） 

まず最初に、中部保健所の医療提供体制について、人材確保ですが、私どもの町でも病

院を中心に、高校生を相手に人材確保ということで、専門職が説明して、このような責任

とやりがいがあるんだという話をしてきた経緯があります。ただやはり、中学校の段階か

ら、医師と看護師以外の職があるということを分からないということがありました。です

ので、ここにＯＴ、ＰＴ、臨床工学技師などといった職種も出てきておりますが、やはり

病院の職員の立場から、やりがいというところを示していただけたらいいのではないかと

思います。当町では、意外と看護師の進路を希望する方が結構多かったということがあり

ます。ただ奨学金を義務履行の部分と教育委員会のほうの返済していくといった部分と 2

つあるんですが、なかなか義務履行の方は応募しないという今の現状です。そういった部

分と、あと介護施設のほうの看護師というのが、なかなか若い段階では就職しないという

ような傾向があるかなと思っていますし、ＯＢの定年退職した方たちを介護施設のほうで

ネットワークを組んでやれたらいいなということも考えていました。あとは少し聞きたか

ったんですが、医療機関の医療安全対策とか、立入検査というのは、中部地区の中で申し

上げれば、病院は毎年ですが、診療所はどれくらいの割合で回るようなことなんでしょう

か。 

また、脳卒中のほうですが、これは特定健診、町としても国保・後期高齢とかそういっ

た形で保険者になっているわけで、この受診率というのは、国保が広域化される 30年から

国保税に非常に影響してくるといわれています。ただ、町の保健指導の中では、国保だけ
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ではないという感じがします。当然、後期高齢者もそうですが、今、健康管理は保険者の

責任になっています。町としては、町民全体なので、先ほど遠野市ともお話ししたんです

が、社会保険、共済も含めてですが、そういったデータ管理を市町村に返してもらえるよ

うな県の取組はできないものかということです。昔は、町が全体の健康管理をできたわけ

ですが、今は保険者が健康診断をして管理していく形になっています。ただ、町の脳卒中

予防の対策などを示していく時には、我町全体のデータはどうなっているのかが一番必要

だと思いますので、保険者ごとの働きかけを県全体で社会保険事業所、そういったところ

からもデータを共有できるような、そういったシステムができないのかなと思った次第で

す。 

あと、国体については、私どもは会場にならなかったんですが、北上市や花巻市が非常

にきめ細かい形で食品体制を作っていただいたと思っておりますので、衛生対策について

は良かったなと思ったところです。 

 

（遠野市長 本田委員代理 菊池健康福祉部長 ） 

まず最初に、医療職人材確保対策ですが、遠野市で中学校まで対象を下げてやった際に

も、低迷で、なんとなくがっかりするような内容でした。こういうような話を県立遠野病

院の郷右近院長にも話した際に、是非小学校にも広げてもいいのではないか、あるいは小

学校の子を持つ親まで広げてもいいのではないかと御示唆をいただきました。これにつき

ましては、私どもも、そのように感じて、教育委員会との調整や、市町村の実際やるべき

ことは協力していきたいと思っておりますので、もし、次の機会がありましたらば、小学

校にも広げてはいかがかなと感じていました。 

次に、地域医療構想の部分ですが、本日ケアマネジャーと遠野市の研修会がありまして、

先ほど北上市社協からも、今後の部分、総合支援事業であるとか、生活支援コーディネー

ターの部分であるとか、地域に根ざした健康づくりが求められております。その際にケア

マネジャーから出た話の中では、いわゆる在宅での看取り、あるいは在宅医療での医療側

の体制、これらについては、是非ここにも在宅医療等の充実・体制整備は、県が中心にな

ってやるとおっしゃっておりますので、医療と介護の連携の部分につきましては、現在で

も少しずつ進んでおりますが、この部分につきましても、市としても一生懸命頑張りたい

と思いますので、在宅医療等の充実の部分につきましても進めていただきたいと思ってお

ります。 

それから、西和賀町からも出ましたが、遠野市で健康ポイント事業といいまして、いわ

ゆる俗にいうインセンティブ事業に組んでいるわけですが、これはスポーツ庁と内閣府の

地方創生過疎化交付金事業を取り入れてやっております。この部分につきましては、先ほ

どあったように、国保、政府管掌健保、共済、後期高齢者連合などの情報をもらうのに大

変苦労しておりますが、これらの情報をもらって、今いろいろ分析をしております。医療

費がここ数年伸びが縮小されてきているということで、いい傾向にあるなと思っておりま

す。これらの事業について、先ほど保健推進委員の宮守委員からもお話ありましたが、特

定健診でこの健康ポイント事業を取り入れて、健診を受けたら何ポイント、地元のポイン

トですね、これをあげるというようなことで、一生懸命健診率を上げようとしております。

ただ、健康ポイントで健診率が上がったかどうかは分かりませんが、いわゆる誘いあう仕

組みができて、これは良かったなと思っております。そういったことを今後も進めてまい

りますので、ぜひ保健所にはそういったところで協力いただきたいと思っております。よ

ろしくお願いします。 

 

(花巻市長 上田委員) 

保健所運営協議会ということで、これは地域保健法第 11条に基づく保健所の運営に関す

る協議会という趣旨だと理解しております。その中で、先ほど柳原所長から開催時期を変

えると、開催時期を変えることによって保健所の事業計画、あるいは事業報告についての
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説明ができるようになるというお話がございました。これはまさにすばらしいというか、

その方向でやっていただくというのはよろしいのでないかなと思った次第です。といいま

すのも、今回、保健所の方からの御説明、個別のことについてお話を何点か絞って御報告

いただきました。このように絞っていただくと、中身が分かりやすいので、非常にいんだ

ろうなと思いますけれども、一方、その保健所の全体の活動についての概要が我々分から

ない中で、その保健所に運営についてお願いすることを全部捕まえているかどうかがよく

わからない部分があります。ですので、そこを踏まえて、先ほど柳原所長がおっしゃった

ような、全体についての説明があるということが方向としては正しいのではないかなと感

じた次第です。今日はそういう意味で論点を絞って御説明いただいた中で、出席者の方々

からはそれを踏まえた上で保健所に対する御要望等が出たわけでありまして、これは非常

にすばらしいなと思って聞いていた次第です。 

私どもの方として、保健所に今具体的に運営について意見申し上げるということはない

んですが、ひとつ、医療職人の人材確保、こういうことも保健所で取り組まれているとい

うことは少し驚いたんですが、一方このようなことは大切なことでありますので、やって

いただくというのは大変いいなと思った次第です。それに関連しまして、我々今関心を持

っているのは、岩手県内の看護学校、専門学校もございますが、看護大学が今まで県立大

学しかなかったのが、今年の 4 月から岩手医大の看護学部が出来る。そしてその岩手保健

医療大学が今度出来るということになります。このような 4 年制の看護大学ができるとい

うことが、今後の岩手県内における看護師の確保、先ほど卒業生、岩手県立大学につきま

しては岩手県内に就職されないで他に行くというお話がありましたが、それも含めて今後

いったいどのようになるという見込みがあるのか。要するに県内で確保できるのか、ある

いはこういう方たちはどちらかというと県外に行くという傾向が強くなるのか。といった

見方と、もし情報があればでいいのですが、新しい岩手医大の看護学部、岩手保健医療大

学について、今の志願者の状況、要するに定員が充足されるという状況になっているのか

どうか。もし情報が分かれば教えていただければ大変ありがたいなと思います。 

 

（北上市長 高橋議長） 

北上市からはひとつ紹介をさせていただきいと思います。医療人材の確保について、民

間団体の青年会議所が取り組んでいる「鬼っジョブ～北上おしごとパーク～」という事業

がありまして、小学校高学年を 400 人の定員で募集をして、その子ども達に実際に仕事を

体験していただき、仮想ですが、お金を稼いでいただいて、それを使うといったゲーム感

覚の仕事体験事業を行っています。その中で、医療、介護のお仕事もありまして、そこで

実際に先生の協力も得て、内視鏡を自分で操作したり、そういった体験もしてもらって盛

況であります。少なくとも、小学生のうちから仕事の偏見のようなものを取り払うという

効果は十分にあるのではないかなと思っているところでありまして、こういったことが広

められればいいのではないかなと、今日話をお伺いしていて感じたところであります。ち

なみに 400 人の定員のところ、募集を始めて 1 週間程度で埋まってしまうというような盛

況でありますので、ぜひ開催の様子を皆さん方には見ていただければいいのではないかな

と思っております。 

それでは、各委員の皆さんがたから御発言をいただきましたので、それにお答えするよ

うな形で、事務局からコメントをいただければと思います。 

 

 

（中沢保健課長） 

脳卒中予防対策等、保健事業に関して御協力を頂戴いたしまして、大変ありがとうござ

います。まず健診率の話を頂戴したところでございますが、先ほど、ポイント制のお話も

ございましたけれども、各市町村さんでは、受診率を上げようという御苦労をなさってい

るところでございます。特定健診については、70％目標になっているわけですが、50％に
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届かない状況、あるいはがん検診についても 50％目標に対して 20％、30％という状況でご

ざいます。いかにして受診率を上げるかというところですが、先ほど脳卒中予防対策につ

いてはお話しましたが、健診を受けた方の中にも血圧が高い方がおられるということで、

それを治療にどう結びつけるかというところに重点をおいて、今ワーキンググループで各

市町村さんや薬剤師さん等と一緒になって検討を進めているところです。若い方の健診率

を上げる部分についても、このワーキンググループの中で検討していければと考えている

ところです。それから、社会保険のお話ございましたが、おっしゃるとおりだと思います。

当保健所でも健診率を評価をする場合には国保だけではなく、協会健保さんが実施する事

業所さんの健診率がどうなっているのかということを併せて評価していかなければならな

いということで、平成 23年からは協会健保の事業所さんの健診率も含めて評価していると

ころでございます。西和賀町さんの御提案のあった個々のデータの管理については、今ど

こまでできるかというところは、これからの検討課題とさせていただければと思っており

ます。 

周産期医療についてのお尋ねがございましたが、本年度から県の中で周産期医療の計画

づくりということで、見直しが始まっております。県全体でどういった周産期医療体制に

持っていけばいいのかということを県庁のレベルで検討しているところですので、その中

で人材確保等も含めて計画が出されるのではないかと考えております。 

遠野歯科医師会長様からございました、減塩と申しますか、脳卒中対策についてでござ

います。北上市食生活改善推進員協議会様や遠野市保健推進員協議会様からも本当にあり

がたいお言葉を頂戴しました。確かに「突撃隣の味噌汁事業」ではだいぶ効果をあげてい

るという数字は出ているところですが、平成 24年の調査では、岩手県は塩分摂取量が全国

より 1.6グラム多く、全国一高い状況になっています。そういった状況をみると、更に一生

懸命取り組んでいかなければならないと考えております。保健推進委員さんや食生活改善

推進員さんからのお話は、本当にありがたく思っております。一般の方に関心を持っても

らうため、寸劇や広報媒体、あるいはチラシなどを作って県でＰＲしておりますけども、

本日お集まりの皆様方からもいろいろな機会を捉えて、ＰＲしていただきたいと考えてお

ります。 

 血圧手帳ですが、薬剤師会様、本当にありがとうございます。今年度キャンペーンを実

施しておりますので、来年度は店舗数もさらに拡大して進めていきたいなと考えておりま

す。こちらはぜひお願いしたいと考えております。 

今、来年度の予算要求時期なのですが、必要なものは引き続き実施していきたいと考え

ております。「突撃味噌汁事業」については、そのままでは難しいかもしれませんが、食生

活改善推進員協議会様の今までのノウハウを生かせるような形で事業実施できないかとい

うことで考えているところです。寸劇しかりでございます。 

 ノロウイルスワクチンにつきましては、今手元に資料を持ち合わせておりません。今年

度非常にノロウイルスが流行いたしまして、確かにワクチンがあれば大変助かるわけです

が、保健所では、感染症が発生した場合、集団というか感染拡大をいかに防止するかとい

うところに力点を置いているところです。ノロウイルスワクチンにつきましては、今後情

報収集していきたいと考えております。 

 

（平賀管理福祉課長） 

医療職人材確保について何点か御質問等いただきましたので、分かるものについて御回

答したいと思います。まず、済生会病院さんでは以前からやっていたのかという御質問が

ございました。こちらは済生会病院さんに限らずどの病院さんでも独自にやられているも

のがあろうかと思いますが、済生会さんでも以前からやられていたわけです。中部保健所

としても関わりたい、一緒にやりたいということでお声をかけまして、当保健所が関わり

始めたのが、平成 26年度からということでございます。当日は合同でやるのですが、役割

分担をして、周知ですとか、募集、参加人員調整ですとか、相互に協力しながらやってお
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ります。定員 10名というのは、済生会病院さんの御希望ということで、キャパシティとい

いますか、実際現場にも入るということで、10 名でやりたいということでございました。

その後どのように進路に繋がるかということについては、確かに私どももそういった部分

の情報が取れれば、いろいろ政策を実施するにおいてとても有用かなと思っております。

必要性は十分あるかと思います。しかしなにぶん、１回参加した方について、追跡調査す

るということがどの程度可能かというところで、何年か後にたとえばアンケートしますと

いうようなことで了解を得られるのかどうか、そこも含めて今後の検討課題とさせていた

だきたいと思います。中学生についても、実は遠野市さんのほうからありましたが、昨年

度と一昨年度、中学生を対象に、遠野市内でやったことがございます。この実施方法は現

役の医大生を呼んで、自分の医大進学や今やっていることについて語っていただくという

もので、遠野市内の 3 つの中学校を回って募集活動を行いました。しかし、なにぶん参加

者が、お話があったとおり低迷しておりまして、昨年度も特にそうで、せっかくいらして

いただいて、準備もしていただいた医大生の方に本当に気の毒なことをしてしまったため、

少しやり方を見直そうかということで、来年度はもっと別な形で実施したいと考えており

ます。 

 立入検査について御質問がありました。病院は毎年ですが、診療所については当保健所

はおおむね 5年に一度のスパンで回らせていただいております。 

 

（柳原保健所長） 

何点か御質問いただきました。地域医療構想と包括ケアの関係で、特に包括ケアシステ

ムについて、県の役割が明確ではないというお話いただきました。今日の報告にもさせて

いただいたとおり、中部保健所及び花巻の保健福祉環境センターには介護保険の権限はご

ざいません。よって、奥州の本局で介護保険業務を一括して行っているということになり

ます。よって包括ケアについては本局が行い、医療については保健所で行う、そうした形

になっています。それを放置するわけにはいかないので、今年、来年度以降ですが、そう

した介護と医療の連携を図るための組織を設置させていただいて、市町村等々と情報交換

をさせていただいた上で、一体的に進めさせていただきたいというものでございます。 

看護人材の関係で、看護大学の開設の影響でありますとか、その志願状況という話がご

ざいました。県全体の看護人材の養成確保については、県全体の需給計画といったものを

何年かに１度見直しをして策定しております。現在の計画には新たに開設される看護大学

の影響をたぶん見込んでいないのではないのかと思います。それに伴って、次の改定の際

にはこうした影響を報告して行うのではないかと思います。現在の志願状況については、

私ども情報を持ち合わせておりませんので、御報告することができません。 

働き盛りの血圧対策につきまして、いろいろ御指摘いただきました。働き盛りの方々、

事業所に勤めているわけですので、事業所にどう働きかけていくかといったことは大変な

課題だと思います。中部管内でも 5,000～6,000の事業所がある中で、どう対応していくか

と。個別に健康教室の出前をして対応しているところはあるのですが、それだけでは、と

てもじゃないが対応しきれないということで、これまでも取り組んで参りましたが、来年

度以降は、商工会さん、工業クラブさん等の職域関係団体さんに働きかけて、組織的な取

組みを展開していければと思っているところです。 

以上、総括的な話をさせていただきました。 

 

（議長） 

それでは、事務局からのコメントを受けて、さらに御発言のある方は承りたいと思いま

すが、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

ないようですので、「（1）平成 28 年度中部保健所の主な事業の取組等について」の質疑

は以上で終わりたいと思います。 
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(2) その他 

議長 

「（2）その他」であります。事務局から何かございますでしょうか。 

 

（平賀課長） 

特にございません。 

 

議長 

委員の方々からその他何かございますでしょうか。 

ないようですので、議事については以上で終わらせていただきたいと思います。事務局

にマイクをお渡しします。 

 

５ その他 

（千葉次長） 

ありがとうございました。次第の「５その他」になります、事務局からお願いします。 

 

（平賀管理福祉課長） 

本協議会の委員の任期についてでございます。現在の委員の任期は、平成 29 年 3 月 31

日までとなっております。各市長及び町長、医療関係団体の会長、及び病院の院長の皆様

におかれましては、来年度以降も委員就任をお願いしたいと思っておりますので、よろし

くお願いいたします。また、介護関係施設の施設長、並びに学識経験者の皆様、消防署長、

警察署長の皆様におかれましては、各地域の輪番でお願いしております。後日改めて議員

の委嘱について御連絡等させていただきますので、よろしくお願いいたします。なお、冒

頭の柳原所長挨拶でも申し上げましたが、来年度の保健所運営協議会につきましては、来

年度前半に開催し、平成 28 年度事業実績及び平成 29 年度業務方針等を御協議いただく予

定としております。 

 

６ 閉会（千葉次長） 

委員の方から御意見等ございますでしょうか。ないようですので、以上をもちまして 

岩手県中部保健所運営協議会を閉会とさせていただきます。 

なお、本日の協議結果につきましては、後日県のホームページに掲載いたしますので、 

お知らせをいたします。委員の皆様、本日は大変ありがとうございました。 

 

 


